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今
金
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
今
金
町
名
誉
町
民
で
あ
る

河
端
豊
氏
が
去
る
三
月
十
五
日
午
前
+
時
三
十
五
介
、
入
院
中
の
福
岡

県
久
留
米
市
の
病
院
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

満

八
十
一
歳
で
し
た
。

葬
儀
は
、
今
金
町
と
河
端
家
の
合
同
葬
で
、

三
月
二
十
四
日
通
夜
、
二

十
五
日
告
別
式
が
村
本
町
長
を
葬
儀
委
員
長
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
し
め
や

か
に
執
り
行
わ
れ
、
遺
族
を
は
じ
め
関
係
者
、
弔
問
客
ら
は
故
河
端
豊

氏
の
ニ
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

に

氏の合同葬儀

かや

3月24，25日

町民センターで

今金町・河端家

故
河
端
坐
氏
は
明
治
四
十
五
年

に
本
町
八
束
に
生
ま
れ
、
昭
和
八
年

現
役
兵
と
し
て
軍
隊
に
入
隊
、
そ
の

後
二
皮
肉
召
集
を
受
け
、
軍
隊
勤
務

を
さ
れ
ま
し
た
。

精
励
格
勤
、
模
範
兵
と
し
て
優
秀

な
成
級
に
よ
り
口
明
進
を
重
ね
ま
し
た

が
、
終
戦
と
と
も
に
帰
郷
し
牒
業
に

従
事
さ
れ
、
範
を
示
す
と
と
も
に
そ

の
点
越
し
た
徹
見
と
旺
康
な
責
任
感

に
日
む
性
格
は
町
民
各
層
か
ら
信
頼

を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
七
月
、
地
域
住
民

か
ら
推
さ
れ
て
今
金
町
議
会
議
員
に

初
当
選
、
以
来
連
続
五
期
に
わ
た
り

在
職
し
、
そ
の
間
議
長
に
一
一
期
就
任

し
た
後
、
昭
和
四
十
六
年
五
月
、
町

長
に
初
当
選
、
連
続
四
期
十
六
年
間

在
任
し
、
そ
の
問
、
今
金
町
総
合
計

画
を
樹
立
し
、
長
期
的
な
展
望
に
た

っ
た
調
和
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
健
全
財
政
を
堅
持
し
な

が
ら
諸
施
策
を
苅
々
と
進
め
、
今
金

町
の
振
興
発
展
に
京
献
し
た
功
紋
は

極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
計
画
北
海
道
地
方
審

議
会
委
員
、
北
海
道
今
金
保
健
所
運

富
協
談
会
会
長
、
桧
山
官
内
町
村
会

副
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
地
方
自
治

の
振
興
の
た
め
幅
広
く
活
動
さ
れ
ま

し
た
。昭
和
四
十
六
年
町
長
に
就
任
す
る

めし

故河
勲四等瑞宝章

今金町名誉町民

金町長今
品

目IJ

あ
り
し
日
の

故

河
端

豊
氏
を

偲

で

ん

4

司
ち
び

っ
子
町
畳
と
悟
る

{
5
日・

1
・叩

• • 

企第 5国産曜まつり、千人パレード (553.8.15)企改選後の相損害 (546.5.10)

や
地
域
開
発
を
昆
点
と
し
て
行
政
を

進
め
、
利
別
川
町
保
全
を
目
的
内
洪

水
制
節
ダ
ム
建
設
に

つ
い

て
陳
情
を

重
ね
、
難
題
を
解
決
し
、
昭
和
五
十

四
年
国
営
美
利
河
多
目
的
ダ
ム
建
設

着
工
の
実
現
を
見
る
に
い
た
り
ま
し

• • 
活
用
し
て
、
新
し
い
特
産
品
を
開
発

す
る
た
め
地
域
特
産
品
セ
ン
タ
ー
建

設
、
そ
の
他
国
道
2
3
0
号
線
改
良

と
歩
道
新
設
に
奔
走
し
、
成
採
を
あ

げ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
対
策
と
し
て
本
町
に
特

別
養
鎚
老
人
ホ
|
ム
盟
寿
園
の
設
置

を
計
画
し
、
幾
多
の
困
難
を
排
除
し

つ
つ

、昭
和
四
十
九
年
開
問
に
導
く
。

ま
た
管
内
唯
一
円
精
神
薄
弱
者
施
設
、

光
の
里
学
園
の
設
置
に
つ
い
て
も
大

い
に
貢
献
し
、
こ
の
こ
と
が
平
成
四

年
十
二
月
の
高
等
養
総
学
校
誘
致
決

定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
給
呆
と

な
り
ま
し
た
。

本
町
の
成
人
病
の
柑
加
に
伴
い
、

昭
和
四
十
八
年
町
立
国
保
病
院
に
リ

ハ
ビ
リ
テ

l
y
ヨ
ン
施
設
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
五
年
に
は

本
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
国
保
病
院
を

改
築
し
、
近
代
的
医
療
施
設
を
も
っ

中
核
病
院
と
し
て
、
住
民
が
安
心
し

て
医
療
に
専
念
で
き
る
施
設
実
現
に

貢
献
し
ま
し
た
。

へ
き
地
に
お
け
る
小
規
鋭
校
解
消

と
教
育
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、
町

内
中
学
校
七
校
を
統
合
し
た
中
学
校

新
校
舎
を
昭
和
五
十
六
年
度
に
務
成

さ
せ
る
一
方
、
社
会
教
育
の
振
興
を

は
か
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
よ
り

よ
い
社
会
的
形
成
者
と
な
る
よ
う
生

涯
教
育
を
目
標
に
、
次
代
を
担
う
背

〕2
 
〔

豊氏の合同葬Lめやかに行われた故河端

た
。
さ
ら
に
、
農
業
経
営
内
規
絞
拡

大
を
は
か
る
今
金
町
東
部
農
地
開
発

事
業
、
農
業
基
銀
整
備
事
業
、
近
代

化
設
備
を
目
的
と
す
る
農
業
構
造
改

普
事
業
に
も
着
手
す
る
。
ま
た
、
昭

和
六
十
年
に
は
地
場
資
源
を
有
効
に

少
年
内
指
導
育
成
、
成
人
教
育
の
振

興
に
務
め
る
な
ど
教
育
の
恨
興
に
尽

く
し
た
功
紋
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
数
々
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
昭
和
六
十

一
年
十

一
月
に
は

勲
四
等
瑞
宝
章
(
地
方
自
治
功
労
)

の
栄
誉
に
も
輝
か
れ
、
平
成
四
年
六

月
九
日
に
は
本
町
で
は
故
曽
我
井
定

一
氏
に
次
い
で
二
人
目
的
名
誉
町
民

と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
に
町
長
を
退
任
し

て
か
ら
住
居
を
町
内
栄
町
に
移
し
余

生
を
楽
し
む
生
活
を
し
て
い
ま
し
た

が
平
成
四
年
五
月
中
旬
に
体
制
を
く

ず
さ
れ
函
館
市
内
町
病
院
に
入
院
、

七
月
末
に
退
院
さ
れ
、
あ
た
た
か
い

九
州
で
冬
を
過
ご
す
べ
く
息
子
さ
ん

の
所
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
二

月
に
入
り
体
調
を
再
び
く
ず
し
、
家

族
の
手
厚
い
看
認
の
介
も
な
〈
天

寿
を
も
っ
て
北
限
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
執
り
行

わ
れ
た
合
同
葬
儀
で
は
、
祭
壇
い

っ

ぱ
い
の
白
菊
の
花
が
鹿
め
つ
く
さ
れ
、

そ
の
真
ん
中
に
お
だ
や
か
な
表
情
的

地
協
と
遺
骨
が
飾
ら
れ
、
悲
し
み
を

よ
り

一
層
深
く
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

家
族
、
附
係
者
ら
故
人
と
親
し
か

っ
た
町
民
主
ど
七
百
名
が
参
列
し
、

故
人
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

〕3
 
〔



町
職
員

の
人
事
異
動

四
月

一
日
付
で
、
町
職
只
の
人
事

異
動
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

(
)
は
前
職
。

マ
総
務
課

主
幹
兼
管
財
係
長
(
管
財
係
長
)

吉

村

教

聖

白
山

晋

財
政
係
(
新
採
用
)

マ
企
画
鯛
整
課

課
長

(国
保
病
院
事
務
長
)
高
沢

IlIl 
;jl 

マ
税
務
銀

側
副
長
補
佐
兼
住
民
税
係
長

(建
設
課

長
補
佐
兼
用
地
係
長
)杉
内

秀
次

マ
町
民
福
祉
課

課
長
(
建
設
課
長
兼
管
理
係
長
)

川

島

紀

邦

福
祉
係
長
(
衛
生
係
長
)外
崎

秀

人

年
金
係
長
(
税
務
課
住
民
税
係
長
)

河

野

口

雄

術
生
係
長

(
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
省

理
係
主
査
)

柏

田

泰

明

住
民
係
長

(住
民
係
主
査
)
伊
藤
忠
様
子

住
民
係
主
査
(総
務
課
財
政
係
主
査
)

中
島

淳

子

福
祉
係
兼
務
を
解
く

(国
保
係
長
兼

福

祉

係

)

森

川

元

福
祉
係
(
新
採
用
)

マ
農
林
課

農
業
振
興
係
長
兼
務
を
解
く
(
課
長

補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
)
稲

松

昭

範

農
業
振
興
係
長
兼
林
務
係
(
林
務
係

主
査
兼
農
業
振
興
係
)尾
崎

古
谷

哲
男

克
之

マ
耕
地
開
発
課

土
地
改
良
係
長
兼
務
を
解
く

(課
長

新
土
地
改
良
係
長
)
渡

辺

茂

土
地
改
良
係
策
務
を
解
く
、
匂
理
係

航
船
務
を
命
ず
る

(農
業
開
発
係
長

新
土
地
改
良
係
)

笠

原

勝

二

土
地
改
良
係
長
(建
設
課
公
園
係
長
)

太
田
越
宣
附

土
地
改
良
係
主
査
兼
農
業
開
発
係

(内
同
業
開
発
係
主
査
兼
土
地
改
良
日
開
)

東

海

林

稔

マ
建
設
課

楳
長

(議
会
事
務
局
長
)佐
々
木
晴
美

課
長
補
佐
新
建
築
係
長

(主
幹
兼
建

築

係

長

)

滝

本

隆

司

主
幹
兼
管
理
係
長
兼
用
地
係
長

(町

民
稲
祉
課
楕
祉
係
長
)佐
久
間
俊

一

公
図
係
長
(
水
道
課
水
道
係
長
)

伊

藤

光

広• • 

日

本実
の
美 石
利河理、

I 出
議土
かノノ
ら

美
利
河

I
遺
跡

C
地
点
の
出
土
泣

物
内
整
理
を
進
め
て
い
る
教
育
委
貝

会
で
は
、
出
土
品
の
中
に
日
本
で
も

最
大
の
副
知
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

美
利
河

I
遺
跡

C
地
有
は
平
成

3

年
5
月
に
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
、
そ

の
後
、
今
年
に
入
り
、
挺
理
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
刃
と
は
、
良
さ
が
幅
の

2
倍
以

上
あ
り
、
両
側
緑
が
平
行
す
る
短
冊

形
的
石
器
で
、
そ
れ
自
体
そ
の
ま
ま

使
用
さ
れ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
道
具

に
加
工
さ
れ
た
り
す
る
旧
石
器
時
代

で
は
一
般
的
な
石
器
で
す
。

2
U
A
 

石
刃
を
刺
ぐ
た
め
の
方
法
(
石
刃

6
1
 

技
官
)
は
世
界
的
に
拡
が
っ
て
お
り

日
本
で
は
特
に
北
海
道
に
お
い
て
発

達
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
最
も
長
い
と
さ
れ
て
い

た
の
は
、
木
古
内
町
新
道
4
遺
跡
の

お
勺
町
石
刃
で
し
た
が
、
美
利
河
の

も
の
は
こ
れ
を
約

2
吋
上
回
り
、
日
出

H
P

を
越
え
る
も
の
で
す
。
お
そ
ら
く

日
本
一
の
長
さ
に
な
る
と
恩
わ
れ
ま

す
。

こ
れ
で
英
利
河

I
遺
跡
で
は
日

本
最
古
の
玉
製
品
と
並
び
、
日
本
一

が
二
つ
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
上
に
は
上
が
あ
る
も
の
で
.

フ
ラ
ン
ス
に
は
日
勺
の
石
刃
が
あ
る

そ
う
で
す
。

こ
れ
だ
け
の
長
い
石
刃
を
取
る
の

に
は
、
良

い
石
材
と
優
れ
た
技
術
、

腕
が
な
け
れ
ば
到
底
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

都
市
計
画
係
長
兼
務
を
解
〈

(土
木

係
長
兼
都
市
計
図
係
長
)
高
山
崎
好
治

都
市
計
画
係
長
(都
市
計
画
係
主
査
)

中

島

邦

博

公
園
係
兼
管
理
係
兼
用
地
係
(
公
園

係

兼

管

理

係

)

鈴

木

正

之

建
築
係
兼
都
市
計
画
係
(
新
採
用
)

相

馬

透

マ
水
道
課

水
道
係
長
兼
務
を
命
ず
る

(主
幹
)

木

品

武

雄

小

西

成

友

水
道
係

(新
採
用
)

マ
国
保
病
院

事
務
長

(企
画
制
強
謀
長
)
稲
木

希
鎚
船
長

(沼
鎚
剛
婦
長
)
久
保
田
幸
子

看
護
副
婦
長
(
名
競
係
長
)
石

井

典

子

看
護
係
長
(
看
護
主
任
)佐
久
間
君
子

弘
幸

マ
説
会
事
務
局

事
務
局
長

(事
務
局
次
長
兼
庶
務
係

長
兼
職
事
係
長
)

森

忠

雄

庶
務
係
長
新
時
都
係
長

(町
民
福
祉

謀
年
金
係
長
)

河

端

義

之

マ
教
育
委
員
会

社
会
教
育
係
長
新
務
を
解
く
(
主
幹

兼
社
会
教
育
係
長
兼
文
化
財
保
護

係
長
)

村

上

規

雄

社
会
教
育
係
長
(
社
会
教
育
係
主
査
)

英
利
河
内
こ
の
発
見
に
よ
り
、
遺

跡
付
近
に
良
質
で
大
き
な
石
材
が
盟

日
に
あ

っ
た
こ
と
、
石
刃
を
剥
ぐ
技

術
が
特
に
優
れ
て
い
た
人
々
が
立
ち

寄
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
直
線
距
離
で
日
出
品
川
と
離
れ
て
い

れはる
，
L

な
い
黒
松
内
町
樽
岸
遺
跡
か
ら
も
美

利
河
に
類
似
す
る
石
器
群
が
発
見
さ

れ
て
お
り
、
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ

る
と
恩
わ
れ
ま
す
。

今
後
も
整
理
作
業
が
進
め
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
く
る

で
し
ょ
、
っ
。

写真右は石刃を剥がし取るための石刃核(長打2lP1cm)その左と一

番左が長さ30.2cmの日本最大級の石君、いずれも頁岩を材料と Lて

いる。

中
山
耐
光
弘

学
芸
員

(新
採
用
)

能

俄

歩

マ
桧
山
広
域
行
政
組
合
今
金
消
防
署

予
防
第
二
係
長

(予
防
係
主
査
)

一

入

節

夫

庶
務
係
長
(
庶
務
係
主
査
)
末
広

管
理
係
長
(
庶
務
係
主
査
)

HIl 
ftiJ 

( 4 ) 

幸
弘

~~ マ 予
町町 三 防
民民 月 第
福福 三 二
祉祉 十 係
課課 ー ( 
住長 日 新
民 ) 付 採
4系 、 用

笠上長米 :im.!}}， --山
原因)世 職 宮 ロ

4月3日撮影 幸邦
子孝

広
光

貞
夫

(
看
護
婦
長
)

春は渡り鳥にとっても移動の時期です。今年も利別川と目名川の合流地点に48

羽という大きな白鳥の群れが飛来し、町民の目を楽 Lませてくれま Lた。

群れは数日間滞在Lτ北の空へ旅立つていきま Lた。
(撮影者重田実氏

• • 忠氏

講演 する松永さん

洋7)( キ丑

/ノ

師

町職員研修会開催

講

町
民
へ
の
娘
し
方
な
ど
を
学
習
す
る
町
職
員
研
修
会

が
三
月
二
十
九
日
夜
、
役
場
三
階
会
談
室
で
聞
か
れ
、

四
十
六
名
が
参
加
し
自
己
啓
発
に
つ
と
め
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
今
全
町
八
東
出
身
で
n
心
と
こ
と
ば
の
研

究
所
。
所
長
の
松
永
洋
忠
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
地
方
公

務
員
と
し
て
の
町
民
へ
の
接
し
方
」

1
心
的
も
ち
方
と

上
手
な
こ
と
ば
の
表
現
法

1
と
題
し
て
研
修
し
ま
し
た
。

競
演
の
中
で

口
明
る
く
良
い
も
の
の
考
え
方
を
す
る
。

・
こ
と
ば
の
前
に
心
あ
り
、
あ
と
に
行
動
あ
り

・
幸
福
に
酔
う
こ
と
よ
り
も
辛
さ
に
耐
え
る
こ
と
が

日、Z
I
P
-=z一

。
積
極
的
に
強
拶
を
す
る

ベ
ン
を
使
わ
な
い
日
が
あ

っ
て
も
言
葉
を
使
わ
な
い

日
は
な
い
、

言
葉
は
線
路
の
よ
う
な
大
動
脈
で
あ
る

な
ど
と
い
う
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
講
演
に
職
只

一

問
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

〕5
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! 年金・簡保資金は
! 「豊かな町づくり」

骨...-参... 刈晶

今年老10名の山村留学生

みなさんが加入している国民年金や厚生年金、郵便局の簡易生命保険の保険料は、

将来の年金給付や保険金の支払のための大切な財源として積立られていますが、

の積立金(資金)は、地域に役立てられるよう、地方公共団体(市町村等)などに

{丘利に貸しイ寸けされています。

今金町でも、平成4年度に 1Hl'l，670万円が融資され
めに役立てられました。

、，
」

(!)た「住みよい町づくり 」

融資された事業の内訳は次のとおりです。

※年金融資

簡易水道施設整備事業、町立病院医療機械器具整備事業に活用きれ環境衛生、

町民の暮らしの向上、医療サービス等のために役立てられました。

なお、医療機械器具については、寝台エレベ ター式カセソテレスX線テレビ
• • 

自動血球計算 ・白血球分類装置血液検査データ

一処理システム他4点が整備されました。

レントゲン一般捻影装置、装置、

七
年
ぶ
り
の

年
生
美も
利
河

学
校

心なごます

歓迎支流会

山
村
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
始
め
て
四
年
目
を
迎
え
た

美
利
河
小
(
森
田
倣
校
長
)
で
は
入
学
式
前
目
的
四
月

五
日
に
学
校
、
里
親
留
学
推
進
協
議
会
主
催
の
歓
迎
交
流

会
が
同
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
に
は
留
学
生
の
ほ
か
、
里
親
、
父
母
、
自
治
会
貝
、

学
校
関
係
者
な
ど
五
十
名
が
参
加
し
、
ひ
ざ
を
交
え
た
談

笑
の
ほ
か
、
自
己
紹
介
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

l
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、

速
く
か
ら
や
っ
て
来
た
留
学
生
や
父
母
も
次
第
に
な
こ
や

か
な
雰
囲
気
と
な
り
、
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
留
学
生
は
昨
年
か
ら
の
継
続
留
学
と
な
る
飯
沼

姉
妹
を
含
む
+
名
で
、
全
貝
が
道
外
出
身
者
と
な
り
同
校

で
は
七
年
ぶ
り
の

一
年
生
と
な
る
大
村
悠
J
も
元
気
な

姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

六
日
に
は
対
面
式
、
入
学
式
、
始
業
式
が
行
わ
れ
、
留

学
生
は
美
利
河
小
で
の
新
し
い
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。主児童名 境保護者 If聾者住所 里 観

l 大村 思女 貴志江 1~~ J.V.j県印刷4市58大2谷 1 宮I!l -夫

3 飯沼弓奈 女哲夫 償訴1山紙5芝住阿南5 呂陸 夫

3 藤幽 立 ~J 敏夫 静ど5岡24県御6殿2場市かま 宗像久子

4 小松崎商 男 功 な仮:4織35県5廊5l31梅市Ul'I;¥ 丸山良祐

5 石村隊1利 ~j みよし f字f滋森県属南大治字維平郡野4浪1岡9町7 広岡慎一

5 飯沼 舞 女 哲夫
横浜市時区荏田市 5

古舘一夫-1-5 

6 藤附由1Ii女敏夫 持ど5閥24的1御6殿2場市かま 宗像久子

6 小絵崎鉛 男 功 まI且4城35県5郡-珂lj者ItilJl古 宗像久子

6 氷井草書 女 政相
葬本I反2抗都江戸川区東伶

丸山良祐2 -14 

6 '1林 ~ I ~J 充 埼JiJ¥¥川口市:並1m3 !1:EJI 世ー11-12 

みなさん“よろ Lくお願い Lます"

(宗像さん家自己紹介)

山村留学児童名

※郵便局簡易生命保険融資

今金総合公園造成・中央緑地公園造成事業に活用され町民の憩いの場、総合レ

クリェーション活動の場としての公園整備に役立てられました。
スミソニ77fZで52主合同報告会開催

般 {丘 所 f尋 者

現 q'y 改 正 王見 行 改 正

自己負担限度額 60， 000 63， 000 33， 600 35， 400 

多数該当世帯 34， 800 37， 200 23， 400 24， 600 

世帯合算 30， 000 据置 き 21， 000 据置 き

特定疾患 10， 000 据置 き 10， 000 据置 き
L一一一一一一一一一一

ロ ><>名古‘---ε..，阿畠-o--CC-i'

高額療養費の自己負担限度額の改正

平成 5年 5月診療分より

~ヨ

• • 
英
利
河
海
牛
化
石
調
査
研
究
会
に

よ
る
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
視
察
研

修
と
第
三
一
回
ペ
ガ
サ
ス
の
興
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
研
修
の
合
同
報
告

会
が
三
月
二
十
五
日
、
町
民
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
関
係
者
な
ど
五
十
名
が

出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
視
祭
研
修

は
、
美
利
河

I
遺
跡
内
出
土
品
十
点

が
ア
メ
リ
カ
の
首
府
ワ
ン
ン
ト
ン
に

あ
る
ア

l
サ
l
・
M
・
サ
y
ク
ラ

美
術
館
に
お
い
て
「
古
代
の
日
本
L

展
に
展
示
公
開
さ
れ
る
の
を
機
に
世

界
故
大
規
模
の
博
物
館
を
見
学
し
よ

う
と
昨
年
九
月
十
二
日

1
二
十
日
の

日
程
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
三
回
目
を
迎
え
た
ペ
ガ
サ

ス
の
翼
事
業
は
南
半
球
の
ニ
ュ

l
ジ

ラ
ン
ド
と
の
交
流
を
続
け
て
い
る

も
の
で
二
月
十
六
日

i
二
十
三
日
の

回3 第

宇宙博物館について説明する安達恭平くん

日
程
で
実
施
さ
れ
、
二
一
日
聞
の
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
や
学
校
訪
問
な
ど
年
々
研

修
内
容
が
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

報
告
会
は
ス
ラ
イ
ド
や
ヒ
テ
オ
を

使
っ
た
紹
介
や
個
人
報
告
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
研
修
で
得
た
成
果
を
披
露

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
研
修
成
果
は
報
告
書

と
い
う
形
に
ま
と
め
ら
れ
、
関
係
者

に
配
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
や
化
石
・
石
棋
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
よ
う
な
機

会
に
積
極
的
に
参
加
し
理
解
を
深
め

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(町民福祉課国保係)

( 6 ) 

詳しくは町民福祉課国保係にお問い合わせ下さい。

元気に帰ってきま Lたかペガサスの翼のメ ンパー

〕7
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新人生を交通事故から守ろう.グ

突
通
安
全

愛
の
鈴
を
贈
る

新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止
に

役
立
て
て
と
一二
月
二
十
九
日
、
商
工

会
婦
人
部
代
表
一二
名
が
町
教
委
を
訪

れ
、
大
塚
教
育
長
に
交
通
安
全
愛
の

鈴
七
十
六
個
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
部
貝
が

一
ヶ
月
が
か
り
で

つ
り
鐙
型
的
鈴
に
武
色
毛
糸
の
カ
バ

ー
を
つ
け
、
そ
れ
に
ピ
ン
ク
の
リ
ボ

ン
を
結
び
、

一
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い

に
仕
上
げ
、
神
社
で
御
一
献
を
済
ま
せ

た
後
、
届
け
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

町
教
委
で
は
、
愛
の
定
期
使
に
感

謝
を
述
べ
、
四
月
六
日
か
ら
始
ま
る

入
学
式
ま
で
に
各
校
へ
属
け
、
交
通

事
故
防
止
に
役
立
て
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

⑨
⑨
⑧
 

六
年
生
に
な
っ

て

八
東
小
六
年

境
回

ぼ
く
は
、

六
年
生
に
な

っ
て
が
ん

張
り
た
い
こ
と
は
、
不
得
意
な
科
目

六
年
生
に
な

っ
て

八
東
小
六
年

大
場

早
苗
ぷ

私
は
六
年
生
に
な
っ
て
学
習
簡
で

が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
算
数
の
計

算
や
理
科
の
実
験
、
社
会
の
歴
史
、

国
語
の
読
み
と
り
と
作
文
で
す
。

算
数
は
計
算
ま
ち
が
い
や
問
題
の

翫
み
ま
ち
が
い
で
、
ま
ち
が
う
こ
と

フ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年
、
新
一
年

生
を
激
増
す
る
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
パ
(
通
学
傷
害
保
険
付
)
を
寄
贈
し
て
、

父
母
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
三
月
二
十
九
日
、
代
表
二
名
が
町
教
委
を

訪
れ
大
塚
教
育
長
に
七
十
六
名
分
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。イ

エ
ロ
ー
パ
ラ
ソ
ル
を
寄
贈

今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
今
年
か
ら
共
同
募

金
配
分
金
の

一
部
を
活
用
し
て
新
入
学
児
童
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
新
入
学
児
全
貝
に
イ
エ

ロ
ー

パ
ラ
ソ
ル
を
贈
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
月
二
十
九
日
に
代
表
者
が
町
教
委
を
訪
れ
、
七

十
六
名
分
が
大
塚
教
育
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

• • 
の
⑧
旬

を
得
意
に
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
の
社
会
は
歴
史

に
な
る
の
で
、
が
ん
は
り
た
い
で
す
。

あ
と
家
庭
学
習
を
五
年
生
の
時
に

は
忘
れ
て
ば
か
り
で
最
低
で
も

一
週

間
以
上
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
六

年
生
に
な

っ
た
か
ら
、
最
低
で
も
、

一
回

1
五
固
ま
で
に
し
た
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
家
で
家
内
人
に
言
わ
れ

て
ば
か
り
で
手
伝
い
を
し
て
い
た
の

で
、
今
度
か
ら
は
、
家
内
人
に
は
言

わ
れ
な
い
で
手
伝
い
を
し
た
い
で
す
。

健
人〈

が
多
い
か
ら
で
す
。

理
科
は
六
年
生
に
な
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
薬
品
を
使
っ
て
実
験
を
す
る

か
ら
で
す
。

社
会
は
新
し
く
歴
史
の
勉
強
が
入

っ
て
く
る
の
で
お
ぼ
え
る
の
が
む
ず

か
し
い
か
ら
で
す
。

国
語
の
読
み
と
り
は
、
つ
っ
か
か

っ
て
し
ま
う
の
で
た
く
さ
ん
本
を
読

ん
で
つ
つ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

作
文
は
あ
ま
り
た
く
さ
ん
脅
け
な

く
て
、
漢
字
も
習
っ
て
い
て
も
あ
ま

り
使

っ
て

い
な
い
の
で
、
た
く
さ
ん

使
い
た
い
で
す
。

あ
と
家
で
家
庭
学
習
を
毎
日
や
り

そ
れ
に
も
う
そ
ろ
そ
ろ
畑
町
仕
事

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
の
で

畑
の
仕
事
の
手
伝
い
も
し
ま
す
。

そ
れ
と
、
低
学
年
の
め
ん
ど
う
を

見
た
り
し
た
い
で
す
。

そ
れ
と
、
ぽ
く
は
忘
れ
物
が
多
く

特
に
ほ
と
ん
と
が
教
科
書
や
ノ

l
ト

が
多
い
の
で
、
も
う
六
年
生
な
の
で
、

志
れ
た
ら
は
じ
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。こ
れ
か
ら
は
、
最
高
学
年
な
の
で

一
、
二
年
生
と
仲
よ
く
遊
ん
で
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

た
い
で
す
。

生
活
面
で
は
、
家
で
の
手
伝
い
を

進
ん
で
や
り
た
い
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
去
年
は
あ
ま
り

進
ん
で
手
伝
い
を
や
ら
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。

委
員
会
の
仕
事
な
と
も
、

の
時
よ
り
、

五
年
生

た
く
さ
ん
や
る
こ
と
が

増
え
る
の
で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

「
み
ん
な
の
広
場
L

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。 大塚教育長に鈴を手渡す婦人部代表
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~お
-
知

‘ら
J

せ

五
月
一
日

1
六
月
三
十
日

は

林

野

火

災

予

防

強

調

期

間

で
す

林
野
火
災
は
、
五
月
か
ら
六
月
に

か
け
て
一
番
多
く
発
生
し
ま
す
。

魚
釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
で
入
山

さ
れ
る
と
き
は
、
タ
パ
コ
の
ポ
イ
拾

て
や
た
き
火
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ

示、ぃ。特
に
、
五
月
十
日
は
町
内
山
火
記

念
日
(
日
進
大
火
何
回
)
で
す
。
虹
'

煙
日
と
し
て
火
入
れ
は
一
一
切
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
願
い
ま
す
。

な
お
、
焼
畑
、
地
ご
し
ら
え
等
で

火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
役
場
内
許

可
が
必
要
で
す
。
必
ず
係
ま
で
申
筒

願
い
ま
す
。

〈
農
林
謀
林
務
係
〉

-危いグ
用排水の遊びに気をつけて

農業用の用排水が5月カ、ら

使用カ、いしになりますので、

幼児童の車故のないよう十分

気をつけま Lょう。

今金土地改良区

検診を受けて明るい健康づくり

(町民福祉課衛生係 ・国保係)

5月みんな

年
金
相
談
日
の

お

知

ら

せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

コじ
一吉
一一回

一
、
と
き
五
月
二
十
七
日
(
木
)

午
前
十
時

i
午
後
三
時
ま
で

二
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

二
一
、
相
談
員
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員
一
名

〈
町
民
福
祉
謀
年
金
係
〉

国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
申
請
を

受
付
け
て
い
ま
す

国
民
年
金
円
強
制
加
入
者
で
ま
っ

た
く
収
入
の
な
い
方
、
あ
る
い
は
家

計
が
苦
し
く
て
保
険
料
を
納
め
た
く

て
も
納
め
ら
れ
な
い
方
の
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
申
請
を
受
付
け
て
い

ま
す
。

免
除
申
諮
を
し
な
い
で
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、

将
来
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
注
意
下
さ

-
申
街
方
法

印
鑑
持
参
円
上
、
町
民
福
祉
課

• • 
年
金
係
へ

・

期

限

五

月

末

日

ま

で

警
察
官
採
用
の

募
集
に
つ
い
て

北
海
道
笹
察
で
は
次
の
要
領
で
笹

察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

口
受
験
資
格

A
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
(
短

大
を
除
く
)
を
卒
業
ま
た
は
平
成
六

年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
で

昭
和
四
十
年
十
月
二
日
か
ら
同
四
十

七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子。

前
記

A
以
外
の
人
で
、
昭
和
四

十
年
十
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
年
十

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
。

口
受
付
期
間

平
成
五
年
四
月
二
十
日
か
ら
同
五

月
十
二
日
ま
で

。

一
次
試
験

平
成
五
年
五
月
三
十
日
(
日
)

詳
細
は
、
今
金
警
察
官
派
出
所
ま

た
は
北
桧
山
警
察
署
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

〈
北
桧
山
笹
察
官
〉

B 

ノコックス症の予防につ

〕O
 
1
 
〔

社会福祉協議会だより 5. 4. 10 

※光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)

〈札幌市〉 中里老人クフフ

付レン農業協同組合連合会 神丘老人クラブ

〈函館市〉 種 111 。串 人 Ii 

佐 藤 勇 治 品目 }百 m! 夫

島 回 勝 贋 中 キ7 干名 吉

浜 西 {言 義 今金カラオケ・スズメ会

{ili 回 日目 干 松 橋 貞 干

〈ニセコ町〉 手口 工 廷f E量
柳 田 自日 加 藤 組 土 建

〈福島町〉 国保病院看護婦一同

石 I宰 兼 波 芳 雄

〈厚沢部町〉 だ る ま 寿 司

高 野 キ サ 山 田 電気工業

く熊石町〉 尾 時5 信

遠 藤 サ ダ キサ 上 源太郎

く今金町〉 パチンコボンボン

谷 E古 喜 大 倉 啓太郎

河 端 'Y ギ 富 田 守 閏

第92回今金小学校 富 国 腐

卒業生を祝う会

木
の
香
り
を
配
達
し
ま
す木
メ
l

ル

ピ
リ
カ
セ
ン
タ
ハ
ウ
ス
を
描
い
た

木
メ

l
ル
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

材
質
に
ミ
ズ
キ
を
使
い
、
今
金
営

林
署
で
製
作
し
た
も
の
で
郵
送
料
(
一

七
五
円
)
込
み
で
四
二
五
円
で
す
。

な
お
、
試
作
品
百
枚
ま
で
は
三
五

O
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
最
寄
り
の
郵
便
局
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

今
金
町
内
各
郵
便
局
で
は
、
奥
美

利
河
温
泉
山
の
家
、
中
央
緑
地
公
園

(
オ
ラ
ン
ダ
風
車
)
、
ク
ア
プ
ラ
ザ

• • 
先
日
、
今
金
町
内
の
豚
狐
か
ら

エ
キ
ノ
コ
ソ
ク
ス
虫
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
と
は
、
さ
な

だ
虫
町
一
種
で
あ
る
エ
キ
ノ
コ

y
ク

ス
の
幼
虫
が
、
人
に
寄
生
す
る
こ
と

に
よ
り
肝
臓
な
ど
が
腫
れ
、
放
っ
て

お
く
と
治
療
が
難
し
く
な
る
病
気
で

す
。
エ
キ
ノ
コ
ソ
ク
ス
の
成
虫
は
狐
、

犬
な
ど
に
寄
生
し
、
虫
卵
が
糞
便
に

混
ざ
っ
て
ま
き
散
ら
さ
れ
て
水

・
土

・
植
物
的
果
実
山
菜
な
ど
に
付
着

し
ま
す
。

こ
の
虫
卵
の
つ
い
た
も
の
を
口
に

す
る
こ
と
に
よ
り
エ
キ
ノ
コ

y
ク
ス

症
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

エ
キ
ノ
コ

y
ク
ス
症
は
人
か
ら
人

へ
と
感
染
す
る
こ
と
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
私
達
が
一
番
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
の
寄
生
し
て
い
る
狐
や
犬
な
ど

と
接
触
し
た
り
、
虫
卵
が
混
じ
っ
た

水
や
食
べ
物
を
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り

し
な
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

一
、
生
水

・
生
物
を
ロ
に
し
な
い
。

川
水
-井
戸
水
を
飲
ま
な
い
こ
と
、

(
水
道
水
は
安
全
で
す
)
飲
む
場

合
は
煮
沸
す
る
こ
と
、
野
生
の
果

実、

山
菜
、
農
作
物
な
ど
は
き
れ

い
な
水
で
よ
く
洗
う
こ
と
。
で
き

る
だ
け
火
を
通
し
て
食
べ
る
こ
と
。

二
、
手
を
よ
く
洗
う
こ
と
。

犬
猫
を
触
っ
た
り
、
あ
る
い
は

山

・
耕
作
地
の
土
い
じ
り
の
あ
と

は
必
ず
手
を
よ
く
洗
う
こ
と
。
爪

を
の
ば
し
て
お
か
な
い
こ
と
(
爪

に
虫
卵
が
は
さ
ま
り
や
す
い
)

二
一
、
犬
の
飼
い
方
に
注
意
す
る
。
狐

に
近
付
け
な
い
。
近
付
か
な
い
。

犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
糞
便
の

始
末
を
よ
く
す
る
。
狐
の
餌
に
な

る
よ
う
な
家
畜
の
死
体
、
飼
料
、

残
飯
等
は
き
ち
ん
と
始
末
す
る
こ

〉
可こ
れ
か
ら
は
、新
緑
町
季
節
で
す
。

野
山
へ
登
山

・
ハ
イ
キ
ン
グ

・
山
菜

採
り
に
出
掛
け
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
沢
水
平
生
水
を
飲
ん
だ
り
、

山
菜
を
よ
く
洗
わ
な
か
っ
た
り
、
生

の
ま
ま
口
に
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶

対
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
町
で
は
十
一
月
内
住
民
検

診
に
あ
わ
せ
て
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

検
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
常
で
の
予
防
に
あ
わ
せ
て
、
健

康
的
確
認
の
た
め
、
す
す
ん
で
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

エ
キ
ノ
コ
ソ
ク
ス
症
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
衛
生
係
(
内

線

1
2
3
番
)
へ
ど
う
ぞ
。

〈
町
民
福
祉
課
保
健
指
導
係
〉

〕-1
 
〔

項 目 対象者 実施日 日寺 間 対象地区 実施会場 備 考 お知らせ

10日伺)

① 一般相談 全 住 民
17日開)

全地区
老人福祉

保健指本健康相談
24日開)
10:00-15 回

センター

31日明)

② 股脱検診
生後 2ヶ月と

10日明)
受付時間

" 
今金

股関節X線撮影
25日以上の幼児 13 日日-14: OC 保健所

③ 妊婦相談 妊婦の方 11日同
受付時間

" 
町 民 尿検査、血液検査、歯梢旨

12 : 45-13 : 15 センター 導、助産婦指導

④ 母親学級 " 11日同 14∞-15: 30 " " 
助産婦による I妊婦体操と

分娩時の呼吸法」

⑤ 乳児相談
生後

13日同
受付時間

" " 
身体計測保健指導、健康

6、9ヶ月児 9 : 3日-10∞ 相談

⑥ 
l歳 6ヶ月完 生後l歳7、

13日同
受付時間

" " 
尿検査、医師診察、フッソ

健 診 Bヶ月児 12 : 3日-13:0日 塗布、歯手i↓指導、保健指導

⑦ 育児講座 生後3ヶ月児 20日開
受付1時間

" 
H 保健指昌弘倒康相談

9:30-1O:0C 

③ 乳児健診
生後4、7、10、

20日開
受付1時間

" " 
身体計測、医師診察、断ヰ

12ヶ月児 12: 30-13 : 00 指本栄養指是正保健指導

⑨ 
無医地区

生 住 民 20回開
受付時間

" 診療科目(眼科)" 巡回診療 14 : 20-14 : 5日



ぎをfT需悟5月の休日当番匡

唄
と
踊
り
の
慰
問

宮②0057

8④5321 
2②0324 

2②0221 

H<1)3021 
8④5321 

2②0221 

岱②0324

岩間医院(今金)

北楠山町国保病院(北棺山)

富田医院(今金)

今金田T国保病院(今金)

楢崎病院(瀬棚)

北槍山町国保病院(北槍山)

今金田T国保病院(今金)
富田医院(今金)

2日
3日

9日

16日

4日

5日

23日

30日

や令令 住民の動態 令やや
3月末現在

(前月対比)

( -67) 

( -43) 

( -24) 

7，517人口

男

女

人

3，894人

2，465世帯(-4) 

3，623人

• 
悶おたんじようおめでとう

個光さん 2女)

係ーさん長女)八幡町

(巌さん長男)栄町

世帯数

八束中央岡村三ひかり¥3月12日
"ず さ

瑞稀¥i..3月20日林
ニ弓た Zちう

織田耕太朗'¥.3月21日

南町信長弘さん長男)
fかひろ

隆51.""3月21日
lれすけ

圭祐¥3月22日

松村

種川宮前

八東主田

(秀明九長男)

保政さん 2女)

固いつまでもお Lあわせに

%大橋直哉九(北楢山町)=佐々木明美さん(大和町)

圏おくやみもう Lあげます

高美町

上 種川

神丘西部

八幡町

上鈴金

82歳

82歳

91歳

経九 3月31日

加藤

吉田

77歳

86歳

4月12日

4月13日

3月20日

3月27日

4月1日

田中 ヒテさん

獅戸ツナヨさん

谷詰一義九

伊藤トヨノさん

村上 きわさん

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場
醐
②
o
a
l
A
l
f
番

• 

今
金
カ
ラ
オ
ケ

す

ず

め

会

〕2
 
1
 
〔

町
内
の
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
内
カ
ラ

オ
ケ
す
ず
め
会
(
会
長
吉
田
優
ぷ
)

一
行
十
名
が
四
月
二
目
、
午
前
中
に

豊
寿
国
、
午
後
か
ら
は
光
の
星
学
園

を
慰
問
し
、
自
慢
の
唄
と
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。

九
段
の
母
、
人
安
っ
ぽ
き
、
大
阪

し
〈
れ
な
ど
十
曲
の
唄
と
踊
り
二
曲

が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
お

年
寄
り
ゃ
園
生
た
ち
は
大
喜
び
で
た

く
さ
ん
の
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

編
一集
一後
一記

新
学
期
が
は
じ
ま
り
、
ラ
ン
ド
セ

ル
を
重
そ
う
に
通
学
す
る
子
供
た
ち

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

ま
ず
大
人
が
手
本
を
示
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

子
供
は
大
人
の
ま
ね
を
し
ま
す
。

例
え
ば
、
犬
人
が
信
号
無
視
を
す
れ

ば
、
善
悪
の
区
別
な
し
に
子
供
は
す

ぐ
ま
ね
し
ま
す
。

言
葉
だ
け
で
は
、
子
供
は
理
解
で

き
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
大
人
が
や
っ
て

み
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

子
供
の
特
性
を
知
り
、
交
通
事
故
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


